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	応用
	抗原情報
	背景
	サイクリンG関連キナーゼ(GAK) ホモサピエンス すべての真核生物において、細胞周期はサイクリン依存性プロテインキナーゼ(CDK)によって制御されており、その活性はサイクリンおよびCDK阻害剤により、セリン、スレオニンまたはチロシン残基のリン酸化と脱リン酸化の制御を含む多様なメカニズムで制御されている。サイクリンは、「サイクリンボックス」と呼ばれるコンセンサスドメインを持つ分子である。哺乳類細胞では9種のサイクリンが同定されており、サイクリンAからサイクリンIと呼ばれている。サイクリンGは、p53腫瘍抑制遺伝子産物の直接の転写標的であるため、p53の下流で機能する。GAKは、サイクリンGとCDK5の関連パートナーである。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生じる。 [RefSeq提供、2015年12月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：サイクリンGおよびCDK5と関連しています。非神経細胞において、Hsc70によるクラスリン被覆小胞の脱被覆に関与するオーキシリン相同分子種として作用すると考えられます。発現は細胞周期中にわずかに振動し、G1でピークとなります。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：C2テンシン型ドメインを1つ含みます。,類似性：Jドメインを1つ含みます。,類似性：ホスファターゼテンシン型ドメインを1つ含みます。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含みます。,細胞内局在：核周縁部およびトランスゴルジ体ネットワークに局在します。細胞膜上にも見られ、おそらく接着斑に見られる。,組織特異性：普遍的。精巣で最も高い。,
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	GAK抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GAK 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	GAKポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

